
≪第9期介護保険事業計画　施設等整備計画（案）≫
○施設・居住系サービス

※整備年度は着工予定年度で記載

施設数

定員数 R6年度 R7年度 R8年度 合計

施設数 6 1 1 7

定員数
533

（+15）
30 30 578

施設数 3 0 3

定員数 290 0 290

施設数 15 0 15

定員数 225 0 225

施設数 3 0 3

定員数 160 0 160

（その他）

・介護医療院　………　計画なし（市内に該当施設なし）

・地域密着型介護老人福祉施設（29人以下）　………　計画なし（市内に該当施設なし）

・地域密着型特定施設（29人以下）　　　　………　計画なし（市内に該当施設なし）

○居宅サービス
※整備年度は着工予定年度で記載

施設数

定員数 R6年度 R7年度 R8年度 合計

施設数 3 1 1 4

定員数 74 29 29 103

施設数 0 1 1 1

定員数 0 29 29 29

施設数 15 1 1 16

定員数 232 18 18 250

施設数 6 1 1 7

定員数 30 3 3 33

施設数 1 0 1

定員数 － － －

（その他）

・夜間対応型訪問介護　………　計画なし（市内に該当施設なし）

施設種類 サービスの概要

小規模t機能型居宅介護と訪問看護を組み合
わせたサービス。

定員18人以下の小規模な通所介護事業所で日
常生活の支援や機能訓練などを行う。

認知症の利用者ができるだけ能力に応じ自立
した日常生活を営めるように、認知症の特性
に配慮したデイサービス。

介護老人保健施設

通称「特養」。常に介護が必要としていて
も、自宅では介護できない状態にある寝たき
りや認知症高齢者のための入所施設で、食
事・排泄・入浴などの介護や機能訓練などを
行う。

通称「老健」。病状が慢性期にある要介護者
のための入所施設で、リハビリテーションを
中心に、看護・介護や限定的な医療を行う。

日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護を
一体的に又は連携しながら、定期巡回訪問と
随時の対応を行うサービス。

施設種類 サービスの概要

特定施設
（有料老人ホーム、軽費
老人ホーム、適合高齢者

専用住宅）

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型グループ
ホーム

認知症の高齢者に対して、共同生活住居で、
家庭的な環境と地域住民との交流の下、入
浴・排泄・食事等の介護など世話と機能訓練
を行い、能力に応じた日常生活を営む。

高齢者を入所させ、食事の提供等やその他の
日常生活に必要な便宜を提供する。

登録された利用者を対象に、通いを中心とし
て、利用者の様態や希望に応じて、随時訪問
や宿泊を組み合わせて提供するサービス。

R5年度末
（見込）

第9期計画
R8年度末

R8年度末

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

R5年度末
（見込）

第9期計画

看護小規模多機能型居宅
介護

介護老人福祉施設
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